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物語テキストの機械的な意味処理と自動生成を行う場合を想定し,手動分散表現辞書の構築手法を提

案した．また，主体的語彙と犯罪・災害・死などのオチに関係の深い語彙を中心に，37 種類の属性を

持つ約 8000 語の辞書を試作した．手動分散表現辞書は構築の難易度は高いが，人間からも機械からも

可読で，拡張性と応用性の高さを兼ね備えた辞書形式である． 
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In order to carry out automatic semantic processing and text generation for story texts, construction method for 
manual distributed representation dictionary was proposed. Moreover, prototype manual distributed 
representation dictionary of about 8000 words based on 37 attributes was developed. Included vocabulary is 
focused on agent words and punch-line words such as criminal, disastrous situations and death. Though manual 
distributed representation dictionary is hard to construct, it is readable from both human and machine, and also it 
has both high scalability and applicability. 
 

１．まえがき 
文学研究には文章表現，作者や創作された時代

背景の研究などとともに作品を構成する物語の
構造自体を対象とする物語論，ナラトロジーなど
と呼ばれる分野がある．ただし物語論自体は文学
作品に限らず昔話や神話，映画や演劇など物語的
な構造を持つすべての作品に対して適用可能な
アプローチである． 
伝統的な物語論は主として登場人物の機能や

役割[1]，物語の意味的な構造[2]，語りの順序や
文体など[3]の側面を切り口として，物語とは何か
を問うものであった．用いられている手法は人間
の解釈者が個々の作品を読み，その要素や構造を
抽出するという人文学的でケーススタディ的な
分析が主流であった．そのため，物語の構造とし
てどのようなものがあるか，どのような要素が影
響しているかに関しては種々の知見が得られて
いるものの，それらが総体としてどのように人間
の感情を動かし，面白さを生み出しているのかと
いう全体像や，物語の一般的性質は未だ明らかに
なっていない． 
このような状況に対して近年はコンピュータ

を用いた物語論の研究が徐々に増えてきており，
客観性を担保しつつ，大規模な作品の分析を行う
ことで物語の構造を科学的に明らかにしようと
いう試みがなされている．しかしながら，現状と
してはテキストマイニング等を用いた表面的な
単語レベルの分類が主流であり[4]，伝統的な物語
論が対象としてきたような解釈の結果として得
られる高次の物語構造の抽出や分類には至って
いない．この理由としては様々な原因が考えられ

るが，その一つとして，コンピュータに物語テキ
ストの意味理解をさせるために必要となる適切
な辞書群が存在しないことがあるのではないか
と考えている． 
そこで筆者は星新一作品などを対象に物語上

の機能を示す言動的な語彙を分類するための動
詞や動詞的機能を持つ複合的なフレーズ用の辞
書[5]や，登場人物などの物語中で主体的な機能を
持つ語彙を抽出するための辞書[6]などを作成し
てきた．これらの辞書を用いることでテキスト中
に明示されている場合には，どの主体がどのよう
な物語機能を担っているかをある程度特定する
ことは可能である[7]． 
しかし実際の物語テキストにおいては常識的

に自明なことがらや，前後から類推可能なことが
らは明示的には記述されずに省略されることが
多い．例えば，「店」が物語の場面であることが
語られると，他に特に説明で明示されなくとも
「店員」がその場にいることは当然のことがらと
して扱われる．そのため，人間が読む場合には明
示されていない動作主体として「店員」の可能性
があることを考慮に入れて解釈をすることがで
きるが，コンピュータに分析させる場合には動作
主体が明示されないためエラーとなってしまう． 
また物語テキスト中での物語の登場人物等の

主体を表す語彙は頻繁に言及されることになる
が，それゆえに様々に言い替えたり省略されたり
することが少なくない．例えば「花子」について
語っていた次の文で「その女」という言葉が記さ
れている場合，人間の場合には無意識的に「花子」
は女性の名前であり，かつ直前に出現するため
「花子」と「その女」が同一人物である可能性を
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考慮する必要があることは判断できるが，そこで
は両単語が示す性別が等価であるというような
単語に付随する情報が暗黙的に用いられている． 

このように末端の単語レベルにも含有された
常識的知識やそれに基づく省略や言い替え表現
が多種多様に存在するため，コンピュータが物語
テキストを適切に処理できるようになるために
は主体と言動の辞書だけではなく，一般的な名詞
や，様相を表現する形容詞・形容動詞なども含め
た上で，さらに言外の意味として含まれる種々の
常識的な知識をも内包した機械可読辞書の構築
は不可欠であると考えられる． 
ただし，人間がテキストを解釈する場合にどの

ような背景的知識が用いられるかということの
全体像は未だ明らかになっていない．そのため，
物語テキストの意味解釈に用いる機械可読辞書
をどのような構成にすべきかということも残念
ながら決定不能である．そこで，機械可読辞書の
設計においては内容の変更や追加更新が容易で
あることが望ましいと考えられる． 
また，物語テキストの処理のもう一つの側面と

して人工知能などを用いた物語テキストの生成
の分野がある．テキストの生成においてもやはり，
人間の場合は暗黙的常識的知識に基づいて文脈
に合わせた単語や表現の選定が行われていると
推測される．このような意味処理を人工知能に実
現させる手法もまた未確立であるため，テキスト
生成にも利用可能な機械可読辞書の構成として
は，現段階では多くのアルゴリズムから利用可能
な汎用的で単純な形式での実装が望ましいと考
えられる．また，行われている意味処理がなんで
あるかを人間が確認可能であるという意味でも
可能な限り単純な形式での構築が有用であると
考える． 

２．機械可読辞書の構築法とその課題 
機械可読の意味辞書を構築する方法論として

は意味ネットワークやオントロジーなどの，概念
を人間にも理解可能な記号や関係性の構造とし
て記述する手法が一般的であった．これらの記述
生成を自動化する試みも種々あるが自動化生成
した場合には概して精度が低く，実用レベルで構
築するためには最終的に人間による確認が必要
である．例えば世界的に用いられる WordNet[8]
や日本語で頻繁に利用される分類語彙表[9]など
は基本的に人手によって構築されている． 

このため，意味ネットワークやオントロジーな
どの記号とその関係性からなる機械可読辞書は，
辞書編纂者によって作成された通常の類語辞書
等に近い精度を持たせることが可能である反面，
その構築に多大なコストがかかるという性質を
持つ．また，人手による構築であるため客観性の
検証は困難である．語彙間の関係性や全体的構造
も辞書構築者の解釈に依存するため，類語辞典と
同様に構築者によってカテゴリの種類や構成が

異なってしまう．そのため，辞書構築者が想定し
た意味分類や推論には利用可能であるが，それ以
外の様々に異なった観点から単語の意味を柔軟
に比較するような処理の実現は難しくなる． 

一方で近年 Word2vec などのニューラルネット
や機械学習を用いた意味表現の自動獲得の手法
が盛んになっている[10]．Word2vec などの自動的
に意味表現を獲得する手法においては分散表現
と呼ばれるような意味をベクトルとして表現す
る形式が主流である．Word2vec で得られたベク
トルは意味の加法や減法の計算が可能であるこ
とから，大きな注目を集め現在も急速に関連研究
が進められている． 

Word2vec で得られた分散表現での加法や減法
の例としてよく用いられるのは， 
 

“King” – “Man” + “Woman” = “Queen”       
 
であるが，ここでの ”King”, “Queen”, “Man”, 
“Woman”はそれぞれ，訓練用のテキストデータ中
で各単語の周辺に共起する語彙から学習された
300 次元程度のベクトルを示している．
“King”-“Man” + “Woman”というベクトル演算を
した結果に最も近いベクトルを抽出すると実際
に“Queen”が出てくるため人間がもつ単語の概念
間の意味処理に近い作業をコンピュータ上で実
現したということで大きな話題となった．分散表
現はベクトルで構成されるため加法や減法以外
にも様々な数学的な変形や分析が可能であり，多
様な類似度の計算が実現できる． 
しかし，言語の性質上単に共起すれば意味が同

じになるわけではなく，品詞や機能語，文法上の
役割や能動態・受動態など様々な要因でテキスト
中での単語が示す概念は異なりうる．実際に名詞
では Word2vec から得られた分散表現は比較的高
い精度を得られるものの，動詞での精度は低くな
ってしまっている[11]．おそらく,動詞の方が能動
態・受動態などの態による違いや慣用句的な複合
語による意味の変化の影響を強く受けるためと
推測される． 
また，分散表現で得られる類似度は多様な種類

が内包されていると考えられるが[12]，ベクトル
の各次元が何を意味するかに関しては個別的に
いくつかの特徴量を取り上げた考察はあるが，全
体的にその構造を理解する方法は発見されてい
ない．そのため，ある類似度の高い語彙の関係が
同義語なのか上位・下位語なのかあるいは全体
語・部分語なのか判別することは困難である．ま
た Word2vec によって得られる分散表現のベクト
ルは元となるコーパスの内容はもとよりや種々
のランダムなパラメータによっても構造が変化
するため，既存の分散表現に基づいた統合や，詳
細化，高度化などによって発展させるようなこと
も困難である．構造が単純で人工知能等の情報処
理分野との親和性は高いが，ブラックボックス性
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が高く，追加や更新などの処理には不向きである
と言えよう． 

３．多属性記述を拡張した手動分散表現 
現状ではオントロジー的記述と分散表現的記

述の双方にメリットデメリットがあるが，理想的
には両方のメリットを合わせたような表記法が
存在することが望ましいと考えられる．これらの
統合を図る既存研究としては WordNet 等のカテ
ゴリを用いて，分散表現の自動生成結果の精度を
上げる研究などがいくつか行われてきている[12]．
また逆に分散表現の結果から語彙の上位・下位関
係を抽出する試みも始められている[13]． 
本研究では，これらに対して人間の側からも機

械の側からも理解可能な可読辞書形式として，分
散表現自体をオントロジー的知識に基づき人手
で構築する方法を提案したい．具体的には，人間
が理解可能な形で各次元の特徴量(例えば，物質
性,抽象性，生物か否か，知能を持つか否か等)を
規定した上で，各特徴量に数値をいれたベクトル
を作成するという手順である．例として鳥と飛行
機の場合のオントロジー例とその分散表現への
変換例をそれぞれ図 1 と表 1 に示す． 
 

図 1 オントロジー例 
 

表 1 分散表現例 

 
図 1 ではごく単純なオントロジー型の概念構

造の例として is-a関係とpart-of関係のみを使って
いる．Is-a 関係とは，概念の包含関係を示すもの
で，例えば「動物」は「生物」の下位概念である
ため is-a 関係で接続される．Part-of 関係とは，あ
る二つの概念間に全体－部分の関係があること

を意味しており，例えば「翼」は「鳥」の一部分
であると同時に「飛行機」の一部分でもある． 
このような関係性を持つ語彙からベクトルで

の分散表現を構築する方法は無数に考えられる
が，単純化のために語彙の意味的な差異の最低限
の弁別ができる次元を設定する方針を採る．図 1
の場合「生物」「動物」「鳥」「鶏」と「機械」
「飛行機」の群を弁別するために，「生命」のあ
るなしを示す次元をまず付与する．次に「生物」
と「動物」「鳥」「鶏」を弁別するために「能動」
性の有無を示す次元を追加する．さらに，「動物」
と「鳥」「鶏」の弁別と，「機械」と「飛行機」
の弁別を可能とする「翼」の有無を示す次元を追
加する．最後に，「鳥」と「鶏」を弁別するため
に「飛行」能力を示す次元を追加すると，全語彙
を異なったベクトルで分散的に表現することが
可能となる(表 1)．なお，「機械」と「動物」に
共通して「能動」性があり，「鳥」と「飛行機」
に共通して「飛行」能力があることは図 1 の関係
性には含まれず，表 1 で追加されたものである． 
表 1 のように分散表現を記述すると，先ほどの

Word2vec の場合と同じく， 
 
「鳥」―「生物」＋「機械」=「飛行機」 

 
のような意味の演算処理が可能となる． 
このように明示的に意味を定義された属性を

次元として持つ分散表現するベクトルでは，特定
の次元を複数組みあわせて（あるいは単独で）用
いて距離の演算を行うことで，例えば生物全体の
中での類似度や，特定の地域に存在する物の中で
の類似度，特定の機能の有無に合致する範囲の中
での類似度など多種多様な類似度計算を実行可
能になると期待される． 

また各次元の意味が明示的であるため，各語彙
が保持する概念の内容と，それらを用いた演算の
過程及び結果は，人間の分析者からみて理解可能
である．そのため，概念と属性の定義や演算結果
を人間が確認することで，時間をかければ誤りの
発見や訂正による改善での精度の向上が可能で
ある． 
表 1 のような記述方式はベクトル形式である

ため，利用者側の必要に応じて適宜新規の次元
（属性）を追加して柔軟に変更することも容易で
ある．他の辞書構築者による次元を後からいくら
でも併記的に追加可能であるため，従来のオント
ロジー構築の場合に問題となる辞書構築者の視
点への依存も，利用者が異なる構築者によって記
述された属性を複数用いる形でアルゴリズムを
記述すれば回避することが可能となる．そのため
利用目的に応じたカスタマイズや様々に異なる
視点からの分類や類似度の計算に適した構造で
あると考えられる． 

これらの次元で示される概念の属性は従来の
オントロジー等でも記述されてきたものである
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が，本研究ではさらに，各概念に付随する一般的
な常識的知識を命題的な表現形式を含めた属性
を追加することで記述する方式を提案する． 
命題とは分野によって若干異なるニュアンス

を持つ語ではあるが，本稿では言語データの分析
手法である内容分析やプロトコル分析で用いら
れている用例に基づき，少なくとも一つの主体と
言動的単語を含めた文の意味の最小単位を指す
こととする[14]． 
例えば，「毒物」を概念として定義し記述する

場合を考える．「毒物」の人間が道具として利用
する機能は「殺す」ことであるが，これは動詞一
つで記述可能である．これに合わせて，一般的な
物語テキスト中で頻出する毒物を食品や飲み物
に混ぜて用いるという使用方法に関する常識的
知識も辞書中に含めることを考える． 
命題的な表現形式を例えば，「主体:言動:対象

1:対象 2」の形式で記述するとすれば，「人が毒
物を食品に入れる」は，「人:入れる:毒物:食品」
のように表現できる．命題的表現は形式化された
文であるため，このように 1 つの単語で表現でき
ないような複合的な意味構造も表現することが
可能である． 
辞書中にこのような常識も含めることができ

れば，「食品を食べてから苦しんで死ぬ」という
描写があった場合に，それが毒による殺人を示唆
する描写である可能性を機械的に推論できるよ
うになる．物語中では死，中でも特に殺人に関す
る描写はぼかした表現で非明示的に提示される
場合が多いが，登場人物の生死，特に殺人による
死は物語展開上重要であり，その解釈への可能性
が開かれることの意義は大きいと考えられる． 
また逆に物語を機械的に生成する場合にも，殺

害の手法として毒物を用いる場合に，「食物に入
れる」という物語的なプロットを作成するための
データとして用いることが可能である． 
従来の Word2vec による分散表現においても，

周辺単語との共起頻度に基づく各概念の一般的
な用いられ方，すなわち各単語に付随する常識的
な用法が暗黙的にパラメータとして内包されて
いると推測される．ただし，提案手法の場合には，
「死」など忌避される概念であるがゆえに直接的
には言及されにくいことがらや，あまりに自明で
あるがゆえにほとんど言及されずに省略される
ような知識に関しても明示的に記述することが
可能である． 
一方で，本提案手法の最大の問題点として構築

には莫大な時間と人手を要する点が挙げられる．
「鳥」と「飛行機」の例で挙げたような概念弁別
のための共通の属性は，個別的に分析者が検討を
行う必要がある．また，異なった領域に類似の属
性が存在するか（例：「鳥」と「飛行機」の「飛
行」は類似している）を判断していく必要もある．
このため，近縁の概念だけでなく，一見離れた概
念との間にも類似関係がないか一通り検討を行

う必要性が生じる．また人手によるすべての辞書
類に共通する欠点ではあるが，編集者の主観的判
断や知識が最終的な構築物に反映されるという
問題も内包される． 
 ただしこれらの欠点に対し属性の追加と修正
の容易性というメリットを活かすことで軽減で
きる可能性はある．単純なベクトル記述の構造上
複数分析者による属性記述は容易である．そのた
め，他の分析者による属性記述を将来にわたって
漸進的に追記していくことで，語彙数を増やし，
概念記述の精度や網羅性を改善していくことは
可能と考えられる．また，前述のように複数分析
者による異なった属性記述を利用アルゴリズム
の側で合わせて用いるよう工夫することで，分析
者個人の視点の偏りは改善できると考えられる． 
 そこで本提案においては，頻出語彙の最低限の
弁別に必要となる属性を検討し，物語テキストの
処理に有用と考えられる常識的な知識の記述の
可能性を中心に設計を行っていく． 

４．属性記述の設計 
属性記述の設計にあたっては従来のオントロ

ジー工学での比較的固定的な属性（Type 属性）

と状況依存的に変化する役割的属性（Role 属性）

の二種類を中心として他に文体的な属性（丁寧語，

粗野語など）や各概念カテゴリに固有の属性など

を必要に応じて追加して記述した．現在 37 種類

の属性を規定している(表 2)．Type 属性は上位下

位概念や全体・部分関係，形状や色・模様の指定

などは他の概念を指定する形で記述した．上位概

念や全体・部分関係などは複数の概念が該当する

場合があるがそれらはリストとして列挙する形

で記述している．これら他の概念を参照する記述

は従来のオントロジー表現に対応させることが

可能である．それ以外は数値等に置き換え可能な

定形表現として記述している． 
Role 属性としては，どのような役割を果たすか

を該当単語が言動として用いられた場合の意味

や，該当単語を含む頻出の命題の形式で，言動辞

書[5]の分類に基づいて記述している．頻出命題の

検討においては国立国語研究所によるコーパス

中の係り受け関係の分析結果を公開している

NINJAL-LWP for BCCWJ [15]を参照している．他

に必ずしも用例としては頻出ではないが知識と

して一般的であると判断した命題も含めている．

命題表現に関しても，複数が該当する場合は列挙

する形で記述している． 
対象単語は分類語彙表[8]と日本語 WordNet[7]

所収の名詞中で，物語の登場人物を示す主体的な

概念に合わせて，物語のオチで頻出する犯罪や事

件，死と病気，災害や事故等，武器・薬品・毒物

と身体の部位の領域を中心に分散表現化を約

1000 種類 8000 語の語彙に対して行った． 
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表 2 現段階の属性リスト 

 

 
現段階では属性の値は他概念の指定であった

り命題であったりと非数値的な内容も含んでい

るが，これらを数値に変換して一般的なベクトル

とする方式はいくつか考えられる． 
まず他の語彙が属性として複数個記述されて

いる個所に関しては，当該属性に記述されうる語

彙の種類だけの次元を用意し，それぞれの語彙が

属性として含まれるかどうかを数値で表すとい

う方法が考えられる．この場合，例えば上位概念

に「生物」が含まれるかのみを示す次元や，部分

概念として「翼」が含まれるかのみを示す次元を

作成することになる．最終的なベクトルの次元数

は多くなるが，概念の構造は数値的に扱いやすく

なると考えられる． 
他にも，各概念に ID を振り,それを数値として

属性に入れる方式や，特定の次元に関しては数値

型以外にもテキスト型を許容するなど，さまざま

なベクトルとしての実装方が想定されうる． 
命題に関しても，命題の種類ごとに次元を割り

当てる方式や，命題の箇所はテキスト形式にする

ことを許容する方式など種々考えられる． 
例として表 1 と同じ概念を記述した場合のベ

クトルの主要部分を表 3 に示す．表 3 中での属性

で他の概念記述は個々の次元にし，命題形式での

表現はテキストで記述する場合を示す．また命題

中での A は当該単語を示す． 
これらの属性を用いた物語テキストの処理と

しては例えば下記のようなものが考えられる． 
１）上位概念や含有概念を用いた対象の言い替え

の特定／表現の多様化：「鉄砲」を「武器」への

言い替えや，「引き金」で「鉄砲」の操作を示す

などの物語中で一般的に用いられる換喩・提喩表

現に対応ができるようになる． 
２）被含有概念，世界設定等を用いた場所に付随

する常識の補完：地の文での明示的な説明がない

場合も「学校」に主体として「先生」や「学生」

が存在することを前提として状況の推論が可能．

生成においても，「会社」には「課長」や「部長」

を登場させるなど場に適した登場人物の配置に

活用が可能． 
３）物語生成での状況に応じた概念の抽出や入れ

替え：例えば主人公の死の場面で，その場に登場

しても不自然ではない凶器から別の物を選んで

話を改変することや，死因を別の形に代える場合

に適切な現象を選択することなどができるよう

になると考えられる．出来事を示す名詞等にその

不幸度や幸福度などの指標も付加できれば，物語

中での展開に合わせたハッピーエンドやバッド

エンドを選択したり入れ替えたりすることなど

も可能になるであろう． 
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５．今後の課題と展望 
オントロジー工学の知見に基づき人手による

分散表現辞書の設計を提案し，語彙の種類約 1000
種類，語数約 8000 語の試作辞書を作成した．今

後は物語のパターンデータ中の各要素の必要条

件と照らし合わせることで物語中のオチや凶器，

登場人物の役割などを交換した物語の自動生成

を行う予定である．ただし，このためには試作辞

書の拡張や，物語の分析及び生成での記法の有用

性の確認が必要である．また，複数分析者による

記述一致度の統計学的な検定も必要であると考

えている． 
 

表 3 「鳥」と「飛行機」の関係の概念記述例 
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